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研究成果の概要 

化学的に安定な高分子でありながら，側鎖や末端に導入した「トリガー結合」をある刺激によって

活性化させることで材料として使用後に分解性に転じる「トリガー分解型高分子」の開発に向けて，

以下の検討を行った。 

大内グループでは，トリガー結合としてカルボニル基に着目し，配列制御，位置選択性制御，側

鎖変換を経てカルボニル基が周期的に導入されたポリマーの合成に成功した。このポリマーはフィ

ルム状態で室温での UV光照射で分解することがわかった。また，アクリレートやアクリルアミドと

HAT分解に寄与するビニルエーテル（VE）の交互性の高い共重合体の合成に成功し，分解性の

向上，水中での分解などを達成した。現在，これらの分解物の同定を進めている。 

竹内グループでは，高い熱安定性，機械強度を示す一方で，トリガーにより異性化し，易分解性

の二重結合を導入できる高歪み構造の導入されたポリオレフィンの合成について検討した。Co触

媒によるエチレンとビシクロ環をもつメチレンシクロプロパンとの共重合により，高歪みビシクロ環が

1mol%導入された共重合体が得られた。共重合体を 130℃に加熱することで主鎖中に二重結合を

導入でき，酸化的に二重結合を開裂させることで低分子化できることを見出した。さらに，環員数を

変えることで、130℃以上でも異性化を起こさない熱安定性の高いポリオレフィンとなることを見出し

た。 

藤原グループでは，側鎖のトリガー結合から主鎖の炭素−炭素結合を切断するポリマー分解に

おいて生成する不飽和炭化水素部位の二酸化炭素を用いた官能基化の予備検討として，1,2-ジ

エンをモデル化合物するカルボキシル化反応開発を実施した。ホウ素官能基と二酸化炭素由来の

カルボキシ基を同時に導入する反応が，適切なリン配位子を有する銅触媒を用いて進行し，ホウ

素官能基を有するカルボン酸が良好な収率で得られることが分かった。 
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